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廿om the Iris Murdoch Archives Project at the University and our students undertaking a

and I had read some of her novels・Once I knew I would be working at the University,



the Seine drinking wine・In a letter to her old University friend Hal Lidderdale written at

describes her life and travels, the people she met and the books she read・She discusses

community groups, the elderly and adults with learning difficulties・And several pieces of
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 skirt, or attended an all night concert by the Rolling Stones・One thing that I can say
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2014年第７回国際アイリス・マードック学会報告
大 槻 美 春

2014年９月12，13日、ロンドン、キングストン
大学にて、第７回国際アイリス・マードック学会
が開催された。２年に一度開催される国際学会
は、キングストン大学にとって開催5回目、10周
年を記念する会であった。Archives and Afterlife
をテーマに、マードック没後の研究と大学図書館
内アイリス・マードック・アーカイヴの成果が検
証された。そして記念の今学会は、芸術に彩られ
ていた。
12日と13日の両日は、ピーター・コンラディの

講演を含む4部門の全体会、４０以上の論文が各分
科会で読まれた。全体会では、関係者がエピソー
ドを語り、スクリーンには未公開のマードックの
写真が映しだされた。公開に年数がかかる一部の
手紙の事情など、情報が次々と披露された。講演
では、フィリッパ・プット、レイモンド・クノー、
スーザン・ソンタグ、シモーヌ・ヴェイユ、ヴッ
トケンシュタインなどの思想とマードックとの関
係が論じられた。特に、数人の愛人をもったエリ
アス・カネッティは、複数の講演者に取り上げら
れた。なお近年、学会の成果は毎年のように研究

書として出版され、学会報告はキングストン大学
の国際マードック学会ホームページに掲載されて
いる。
学会前日の11日には、キングストン・ミュージ
アムでのIris Murdoch and Harry Weinberger展
に合わせたシンポジウムが開催された。マードッ
ク作品のテーマをｲ方悌とさせるウエインバーガー
絵画の展示であり、シンポジウムは12日と一部重
複した。二人の出会いは1977年、一緒にビクトリ
ア・アルバート・ミュージアムを訪れたスケッチ
が描かれている。手紙からは、マードックがユダ
ヤ系の画家ウエインバーガーの人生経験を尊敬
し、絵画理論をやりとりし友情を深めたことがわ
かる。両シンポジウムでは、美術理論とマードッ
クの哲学、文学作品、書簡の内容、その学術的意
義などが議論された。
全体の中で最も印象的だったのは、12日夕方に

開催されたコンサート。ビートルズにはじまり、
作品の朗読をはさみ、モーツァルトなどマードッ
クが愛した歌が披露された。ⅣＥver Mindα加況ｒ
the  Bourgeoisie  (2014)を編集出版したジリア
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